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用水路 堆積量

調査地点位置図

※赤破線の5m区間（上流区間、下流区間の10m区間）が調査対象区間である。

※赤破線の5m区間（下流区間のみ）が調査対象区間である。
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【調査内容】
平成20年までの調査と同様に、用水路の一定区間において平成21年5月及び9月に堆積土砂を採取し、前回の調査時以降に同区間に堆積した土砂の
重量を測定することにより、対象区間における平均堆積厚を求めた。

【調査結果】
平成20年9月～平成21年5月の間にはいずれの用水路においても1～2mm程度の堆積がみられた。数mm程度の堆積厚は平成15年以降の各調査と同程
度である。
また、平成21年5月～平成21年9月の間の堆積量はいずれも1mm未満であった。

　　※平均堆積厚＝土砂重量／（調査区間面積×土粒子密度）
　　　　　　　ただし、「土粒子密度」は、H17.5調査時からH19.5（またはH19.9）調査時の平均値による。

黒西副水路飯野用水上原用水下山用水
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　　※４：排砂後の措置試行時に実施（通砂に
　　　　　おいても同様）

：　土砂堆積調査
※３

（河川２、海域８）

 　 水生生物調査※２

    （ ５月～８月調査 ）

（河川２）

水生生物調査　定期調査(５月･９月･11月)、排砂中

凡　　　例

 　 水生生物調査※１

    （ 定 期 調 査 ）

　　※１：５月、９月、11月の３回実施

　　※２：５月～８月の間、概ね２回/月実施

　　※３：土砂堆積調査は、排砂前・排砂直後
　　　　　(自然流下終了後)、排砂後の措置試
　　　　　行後に実施(通砂においても同様)

（河川１）

：　濁度観測調査※４
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河川 魚類（定期調査）

※平成15年7月調査時は、各地点ともタモ網での採取は実施せず投網のみで採取した。（図中の　　部分）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別

採　取
種類数

(種)

地点別

採　取

個体数
(尾)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

採　取

種類数
(種)

　　2,230△

採　取

個体数

(尾)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m
3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m 3
）

採取種数、採取個体数について、いずれの地点とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
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※放流魚種を含む
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魚類　地点別魚種別捕獲数

山彦橋 山彦橋
H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂

(約24万m3) (約12万m3) (約35万m3) (約37万m3)
[約16万m3] [約2万m3]
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１月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
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５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査

９月
調査

11月
調査

５月
調査
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調査

５月
調査

９月
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11月
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５月
調査

９月
調査

11月
調査

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 捕獲数

No. 目 科 種　名 06/3 0 07/29 08/11 09/13 11/02 11/10 12/01 01/10 02/27 05/13 07/03 07 /09 08 /02 09 /04 11 /07 01 /09 0 3/10 0 5/29 0 7/14 0 8/05 0 9/01 1 1/05 01/08 03/0 2 05/2 5 07/0 1 07/1 3 08/0 5 09/02 11/04 05/26 09/01 11/01 06/05 09/12 11/09 05/30 09/10 11/10 05 /23 09 /04 11 /02 05 /26 07 /07 0 9/11 1 1/05 0 1/20 0 5/27 0 9/22 11/05 05/24 09/0 5 11/0 7 06/0 1 09/0 7 11/0 1 05/30 09/04 11/16 06/06 09/10 11/04 06/14 09/16 11/12 累計 No.
6 ｺｲ ｺｲ ｳｸ゙ ｲ 2 12 35 1 1 1 1 2 1 44 2 33 29 2 5 20 13 2 1 1 13 1 5 7 3 1 1 26 38 16 17 28 29 1 10 2 4 1 16 12 439 6

10 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 1 1 1 1 16 17 30 2 69 10
11 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 8 13 10 5 2 2 5 72 13 7 4 2 1 10 6 13 1 1 2 28 25 8 6 7 6 98 28 4 30 23 15 78 51 3 35 25 3 58 8 17 13 3 4 2 41 84 3 7 37 15 3 1 7 1 1 21 14 990 11

14 ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 1 1 5 1 9 14
ﾔﾏﾒ 2 2 1 11 2 4 2 2 2 4 6 17 12 15 2 2 2 4 4 7 1 4 5 4 3 8 13 11 5 10 3 2 1 19 21 6 12 15 14 1 6 13 280

20 ｶｻｺ゙ ｶｼ ｶ゙ ｶｼ゙ ｶ 3 1 8 4 5 7 15 14 4 4 2 11 87 47 21 11 13 20 4 18 17 11 7 16 32 6 32 5 19 5 5 7 7 17 7 6 13 10 8 20 4 6 6 11 8 9 8 10 11 8 4 4 5 6 9 16 7 7 6 9 8 6 13 730 20
種類数合計 3 3 3 4 4 3 3 1 2 3 3 3 4 3 2 1 1 2 3 4 2 3 3 2 4 3 3 4 5 4 3 4 3 4 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 5 4 2 4 4 4 4 4 3 4 3 4 3 5 4 3 5 3 4 4 3 5

個体数合計（放流魚種を含む） 13 27 46 15 9 8 13 15 86 18 13 7 58 90 48 21 11 23 59 57 19 19 15 35 47 45 32 54 16 120 34 26 43 48 44 100 59 23 47 37 27 70 15 28 28 19 9 42 56 80 123 44 43 15 17 46 43 60 15 26 55 29 60 26 41 2,517
個体数合計（放流魚種を除く） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 1 44 2 0 0 0 0 33 29 0 1 0 0 2 5 20 13 2 1 1 13 0 1 0 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 1 184

下黒部橋 　 下黒部橋

H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂

(約24万m3) (約12万m3) (約35万m3) (約37万m3)
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平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 捕獲数

No. 目 科 種名 06/2 9 07/30 08/12 09/12 11/03 11/07 11/30 01/11 02/29
05/15
～16 07/02 07 /08 08 /01 09 /03

11 /06
～07 01 /10 0 3/11 0 5/28 0 7/22 0 8/06 0 9/03 1 1/06 01/09 03/0 3 05/2 6 07/0 2 07/1 4 08/0 6 09/03 11/05 05/31 09/02 11/05 06/06 09/13 11/10 05/31 09/14 11/09 05 /24 09 /05 11 /01 05 /27 07 /08 0 9/10 1 1/06 0 1/21 0 5/28 0 9/21 11/04 05/25 09/0 6 11/0 8 06/0 2 09/0 8 11/0 2 05/29 09/05 11/07 06/06 09/11 11/05 06/12 09/14 11/13 累計 No.

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷ゙ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ｶﾜﾔﾂﾒ 1 1 1

2 ｺｲ ｺｲ ｺｲ 1 1 2

3 ｷ ﾝ゙ﾌ゙ ﾅ 1 6 1 1 1 2 12 3

4 ﾀｶﾊﾔ 1 1 2 4
5 ﾏﾙﾀ 1 1 2 2 3 1 1 1 12 5

6 ｳｸ゙ ｲ 127 33 69 61 14 155 56 2 4 520 8 12 28 35 6 14 17 75 70 36 18 36 263 263 74 183 227 44 43 6 16 113 194 125 108 1,373 393 32 371 282 3 101 83 36 54 34 76 115 78 1 2 34 15 75 27 12 49 37 26 10 16 1 39 6,430 6
ｳｸ゙ ｲ属の一種 5 5

7 ﾓﾂｺﾞ 1 1 2 7
8 ｽｺ゙ ﾓﾛｺ 1 1 8

9 ﾄ ｼ゙ ｮ゙ｳ ﾄ ｼ゙ ｮ゙ｳ 1 1 2 3 6 2 1 1 2 2 3 24 9
10 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 50 34 17 110 1 233 118 39 163 18 648 131 159 154 1 132 295 276 327 110 929 168 1 268 98 9 1,759 673 101 456 162 29 342 710 488 32 63 38 73 130 5 159 18 4 117 60 32 154 19 10 158 10 18 10,309 10

11 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 1 1 1 3 1 7 11

12 ｻｹ 17 16 5 24 13 7 10 33 112 2 181 82 52 83 50 102 28 2 6 9 3 837 12

13 ﾆｼ゙ ﾏｽ 1 1 2 13

14 ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 1 1 1 4 14
ﾔﾏﾒ 1 1 1 3 2 2 6 3 1 2 1 1 1 1 4 9 2 3 1 13 58

15 ﾀ゙ ﾂ ﾒﾀ ｶ゙ ﾒﾀ゙ ｶ 1 1 32 1 7 16 2 1 3 64 15

16 ｻﾖﾘ ｸﾙﾒｻﾖﾘ 26 26 16

17 ﾄｹ ｳ゙ｵ ﾄｹ ｳ゙ｵ ｲﾄﾖ 1 1 17

18 ﾄﾐﾖ 20 1 1 9 1 3 1 1 1 5 2 7 16 5 133 37 9 8 8 83 121 43 37 2 3 59 1 1 1 10 18 7 11 33 12 55 60 13 15 49 34 24 34 36 50 53 20 15 32 25 32 195 108 12 24 15 1,611 18
19 ｶｻｺ゙ ｶｼ ｶ゙ ｱﾕｶｹ(ｶﾏｷﾘ) 7 8 4 1 4 1 1 2 2 3 13 5 1 3 7 1 7 4 2 1 2 4 1 1 4 6 1 1 2 1 3 2 1 106 19

20 ｶｼ゙ ｶ 2 1 3 20

21 ｶﾝｷｮｳｶｼ゙ ｶ 3 1 3 10 22 1 1 3 7 21 1 1 1 2 2 2 4 6 2 2 2 1 13 1 3 115 21

22 ｽｽ ｷ゙ ｼﾏｲｻｷ ｼﾏｲｻｷ 1 1 2 4 22
23 ﾀｲ ｸﾛﾀﾞｲ 1 1 23

24 ﾒｼ ﾅ゙ ﾒｼ゙ ﾅ 6 6 24

25 ﾎ゙ ﾗ ﾎ゙ ﾗ 1 2 3 25

26 ﾒﾅﾀﾞ 6 1 1 3 5 1 1 1 1 2 15 31 8 2 4 1 2 85 26
27 ﾊｾ゙ ﾐﾐｽ ﾊ゙ｾ゙ 3 2 1 3 2 27 8 3 4 1 2 2 1 4 3 1 2 2 2 6 2 2 1 8 4 1 16 6 1 2 2 4 5 4 33 3 2 175 27

28 ｺ ｸ゙ﾗｸﾊｾﾞ 1 1 1 2 2 2 3 12 28

29 ﾏﾊｾﾞ 1 10 1 2 7 2 15 1 7 11 5 1 1 3 2 3 1 6 2 1 82 29

30 ｱｼｼﾛﾊｾ゙ 2 2 2 1 1 10 18 30
31 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 3 1 3 73 74 65 41 10 1 4 4 10 11 10 7 8 1 1 2 1 3 2 2 4 12 5 12 8 8 16 7 8 4 4 19 13 6 1 2 1 3 8 8 4 18 9 13 6 1 537 31

32 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 45 20 15 2 2 1 4 1 10 13 16 12 4 1 2 1 1 1 1 15 1 1 1 1 2 1 1 2 2 5 2 1 9 3 2 202 32

33 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 3 4 4 10 13 24 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 4 2 1 1 87 33

34 ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 1 1 11 19 39 36 4 1 6 1 1 3 1 2 1 3 2 2 2 3 4 2 4 4 1 1 3 1 2 4 2 3 1 1 3 1 1 2 180 34
ﾖｼﾉﾎ ﾘ゙類 14 4 18

35 ﾇﾏﾁﾁﾌ゙ 30 7 4 15 5 61 40 16 9 10 6 10 2 3 2 1 6 12 5 8 5 26 48 11 29 28 19 9 6 15 27 16 19 4 6 5 2 25 3 2 38 5 7 19 12 20 17 9 11 16 5 19 12 12 7 6 6 2 4 11 1 2 3 801 35

36 ｽﾐｳｷｺ゙ ﾘ 6 13 3 11 13 19 2 1 14 34 10 17 10 7 28 10 230 295 62 54 25 7 148 24 11 192 95 52 50 56 23 54 24 30 103 87 42 48 55 31 4 37 21 18 21 16 18 17 14 13 13 17 4 2 2,211 36

37 ｼﾏｳｷｺ゙ ﾘ 2 3 2 4 2 4 9 3 1 3 10 5 5 1 2 1 2 1 7 2 1 1 1 3 1 76 37
38 ｳｷｺﾞﾘ 3 17 3 3 3 2 12 1 2 2 10 4 1 2 1 5 1 1 5 1 1 2 1 3 1 1 3 1 6 2 1 3 1 105 38

ｳｷｺ ﾘ゙類 329 76 9 414

39 ﾋ ﾘ゙ﾝｺ゙ 1 1 3 6 4 2 14 3 2 1 37 39

40 ﾌｸ゙ ﾌｸ゙ ｸｻﾌｸﾞ 1 1 2 40
種類数合計 10 7 9 7 12 13 12 6 9 13 9 9 7 10 11 8 12 15 19 14 16 11 9 10 12 15 16 14 14 12 9 18 10 12 12 13 11 9 15 14 13 12 12 3 13 14 11 16 8 9 13 15 14 17 14 13 16 11 12 7 11 12 7 9 11 40

個体数合計（放流魚種を含む） 239 78 105 219 186 393 232 97 56 794 154 97 211 95 71 66 109 813 776 345 225 195 330 544 240 847 986 546 282 135 981 586 298 444 454 1,590 2,230 772 619 826 264 307 526 751 729 272 172 293 254 89 130 288 111 368 180 82 267 166 149 206 263 218 184 56 98 24,689
個体数合計（放流魚種を除く） 61 11 19 48 169 237 176 96 56 560 36 58 48 77 71 66 108 162 645 186 71 194 330 544 106 552 710 219 172 133 51 418 291 176 356 1,578 471 99 517 88 99 175 100 5 186 205 95 112 138 88 53 124 87 125 135 66 101 69 89 52 234 189 25 45 28 12,591

注：H8.6緊急排砂前調査(H8.5.13～17)からH8.6緊急排砂４ヶ月後調査(H8.11.5～7)の下黒部橋地点調査範囲は、河道状況が変動していたため、従前の調査範囲（①～③）と異なる範囲（④～⑥）で捕獲調査したものである。

 排砂時期

＊１：ｻｸﾗﾏｽはﾔﾏﾒの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。

＊２：斜字体 の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の ( )内は出し平ダムの排砂量を示す。なお、平成18年の［  ］内は連携通砂時における出し平ダムの土砂変動量を示す。

＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。

＊５：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、ｶｼﾞｶ、及びｳｸﾞｲ（H8～H13を除く）である。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わないものとした。

＊ ６ ： 平成15年度連携排砂１週間後については、投網のみの採取調査であった。

H21連携排砂通砂

H21連携排砂通砂

H19.6連携排砂

H19.6連携排砂

(約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)(約34万m3) (約70万m3) (－) (約59万m3)(約1 .6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3)

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂 H17連携排砂通砂 H18連携排砂通砂

(約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)(約34万m3) (約70万m3) (－) (約59万m3)(約1 .6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3)

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂 H17連携排砂通砂 H18連携排砂通砂

山彦橋で確認された種は、ウグイ、アユ、ニッコウイワナ、ヤマメ、カジカの５種である。

下黒部橋で確認された種は、ウグイ、ドジョウ、アユ、ヤマメ、メダカ、トミヨ、アユカケ（カマキリ）、及びハゼ科の魚種計13種である。

H20.6連携排砂

H20.6連携排砂



魚類（６月～８月調査）
平成21年度に実施した、排砂期間中の６月～８月間における魚類の調査実施状況は以下の通りである。

河口部付近に生息する遊泳魚、底生魚を対象魚種として実施した。

漁法：投網 漁法：タモ網 平各調査地点における概ねの調査範囲

 

概ねの範囲  

下
黒
部
橋 

下
黒
部
橋 

下黒部橋

 

概ねの範囲  

四
十

八
ヶ
瀬
大
橋 

四
十
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瀬
大
橋 

四十八ヶ瀬大橋

平成21年度の調査概要

平調査地点位置図

6/13 四十八ヶ瀬大橋 瀬
（漁協関係者と協働して実施）

7/14 下黒部橋 緩流帯
（漁協関係者と協働して実施）

目的 内容 地点・手法等 時期・回数 備考

5月 9月

連携排砂期間中におけ
る魚類の生息状況（種
数、個体数）がどのよ
うに変化するかを把握
するため、投網及びタ
モ網による採捕調査を
実施する。

投網及びタモ網により
魚類を採捕し、個体数
及びサイズ（体長、重
量）を計測する。

①投網投数：
１箇所あたり早瀬２０
投、緩流帯５投
②タモ網：
１箇所あたり早瀬３人
１０分、緩流帯３人１
０分

・下黒部橋左岸

・四十八ヶ瀬大
橋左岸

・月1～2回

・計７回

●
(6/12)

●
(6/22)

●
(7/3)

　
　
連
携
排
砂
実
施
（
7
/
9
～
1
0
）

●
(7/14)

　
　
　
連
携
通
砂
実
施
（
7
/
1
8
～

1
9
）

●
(7/25)

●
(8/10)

●
(8/26)

投網等採捕は、
黒部川内水面漁
業協同組合より
ご紹介頂いた方
に依頼。

6月 7月 8月

調査実施状況

連携排砂実施期間

５－４



１．魚類調査結果
・平成21年度調査では、魚類が7目8科16種確認され、過年度調査（平成17～20年度）と合わせると、7目9科21種の魚類が確認された。

・特定種としては、平成21年度にはカマキリやカンキョウカジカなど計5種が確認され、平成17年からの累計で8種となった。
・今年度新たに確認された種は、スナヤツメ、サヨリ、トミヨである。このうち、スナヤツメ、トミヨは過年度の別項目の調査（水生生物調査）で確認されている。

090612 下黒部橋
緩流帯 ウグイ （体長35mm）

090714 四十八ヶ瀬大橋
瀬 天然と目されるアユ （体長94mm）

090714 四十八ヶ瀬大橋
瀬 放流と目されるアユ（体長

153mm）

090714 下黒部橋
緩流帯 トミヨ （体長36mm）

090826 下黒部橋
緩流帯 サヨリ （体長109mm）

090622 四十八ヶ瀬大橋
瀬 ヤマメ （体長78mm）

090714 四十八ヶ瀬橋
瀬 カンキョウカジカ （体長

100mm）

090612 下黒部橋
緩流帯 カマキリ （体長35mm）

090612 下黒部橋
緩流帯 スミウキゴリ （体長

56mm）

優占種（個体数上位3種）

H21年度に確認された主な魚類

090826 下黒部橋
緩流帯 スナヤツメ （全長

130mm）

特定種
今年度初確認種(魚類調査H17以降における)

H17 H18 H19 H20 H21

6/12 6/22 7/3 7/14 7/25 8/10 8/26 6/12 6/22 7/3 7/14 7/25 8/10 8/26

1 ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 スナヤツメ Lethenteron reissneri 回遊 VU 希少 ○ 1

2 コイ目 コイ科 マルタ Tribolodon brandti 回遊 LP 情報 ○

3 コイ目 コイ科 ウグイ Tribolodon hakonensis 回遊 ○ ○ ○ ○ ○ 1 5 18 6 8 1

4 サケ目 アユ科 アユ Plecoglossus altivelis altivelis 回遊 ○ ○ ○ ○ ○ 23 26 146 89 145 149 59 125 48 55 23 44 40 12

5 サケ目 サケ科 ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius 淡水 DD 地域 ○ ○ ○

6 サケ目 サケ科 サケ Oncorhynchus keta 回遊 ○ ○

7 サケ目 サケ科 ヤマメ(サクラマス) Oncorhynchus masou masou 回遊 NT 希少 ○ ○ ○ ○ ○ 7 4 5 1

8 ダツ目 サヨリ科 サヨリ Hyporhamphus sajori 汽水・海産 ○ 2

9 トゲウオ目 トゲウオ科 トミヨ Pungitius sinensis 淡水 LP 危急 ○ 3 1

10 カサゴ目 カジカ科 カマキリ Cottus kazika 回遊 VU 危急 ○ ○ ○ ○ 1 3 2 3 1 1 3

11 カサゴ目 カジカ科 カンキョウカジカ Cottus hangiongensis 回遊 LP 希少 ○ ○ 1 1 1 1 1

- カサゴ目 カジカ科 カジカ属 Cottus sp. 回遊 ○ 1

12 スズキ目 ボラ科 メナダ Chelon haematocheilus 汽水・海産 ○

13 スズキ目 ハゼ科 ミミズハゼ Luciogobius guttatus 汽水・海産 ○ ○ 2 2 2 1 1

14 スズキ目 ハゼ科 スミウキゴリ Gymnogobius petschiliensis 回遊 ○ ○ 2 1 9 1 1 8

15 スズキ目 ハゼ科 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia 回遊 ○ ○ 2 2

16 スズキ目 ハゼ科 ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus 回遊 情報 ○

17 スズキ目 ハゼ科 シマヨシノボリ Rhinogobius sp.CB 回遊 ○ ○ ○ 1 8 4 2 1 1

18 スズキ目 ハゼ科 オオヨシノボリ Rhinogobius sp.LD 回遊 ○ ○ 1 1 1

19 スズキ目 ハゼ科 ルリヨシノボリ Rhinogobius sp.CO 回遊 ○ ○ ○ 2 1 1

20 スズキ目 ハゼ科 トウヨシノボリ Rhinogobius sp.OR 回遊 ○ ○ ○ 2

- スズキ目 ハゼ科 ヨシノボリ属 Rhinogobius sp. 不明 ○ ○ 1

21 スズキ目 ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 回遊 ○ ○ 1 13 2

総種類数 7目9科21種 7 8 5 7 8 16 16 5 5 6 10 12 4 4 3 2 3 3 4 4 3

総個体数 29 37 153 149 168 160 70 133 52 61 25 47 45 14

凡例 底生魚 ※H17～19年度まで投網のみ実施。H20年度から投網+タモ網実施。
アユ
アユ以外の遊泳魚

年別確認種
（下黒部橋～四十
八ヶ瀬大橋）

H21
黒部川

地区別採補調査

下黒部橋 四十八ヶ瀬大橋（左岸）

0.6k 2.85k付近

学　名

特定種

環
境
省

富
山
県

生活型№ 目　名 科　名 和名
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２．魚類採捕結果
・下黒部橋下流（河口～0.6km）は、種数及び採捕尾数ともに四十八ヶ瀬大橋よりも多く、種数で倍の違いとなっている。この傾向は平成20年度と同様である。

・瀬と緩流域を比較すると、下黒部橋下流では、緩流域で種類数が多くなっているが、四十八ヶ瀬大橋では、逆の傾向がみられる。この傾向も平成20年度と同様である。
・連携排砂に伴い、アユの個体数の減少、アユ以外の魚類の個体数の増加がみられる。また、種類数は排砂後に増加する傾向がみられる。

・連携排砂に伴う種別の増減をみると、減少傾向がみられる種はアユ、増加傾向がみられる種はウグイ、カマキリ、スミウキゴリ、シマヨシノボリ、ヌマチチブであった。
増加傾向がみられた種においても、連携排砂後の連携通砂では減少傾向がみられたがアユは増加していた。

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

四十八ヶ瀬大橋下黒部橋下流

調査日別の採捕数・種数地区別・箇所別における

総採捕数・総種数
地区別の総採捕数・総種数

連携排砂の前後で確認個体数の増減が確認された種

6/17 7/4
増減

個体数
7/3 7/14

増減
個体数

6/17 7/4
増減

個体数
7/3 7/14

増減
個体数

1 コイ目 コイ科 ウグイ 回遊 遊泳 10 10 18 18 4 4

2 サケ目 アユ科 アユ 回遊 遊泳 66 57 -9 146 89 -57 63 44 -19 55 23 -32

3 サケ目 サケ科 ニッコウイワナ 淡水 遊泳 1 -1

4 サケ目 サケ科 ヤマメ(サクラマス) 回遊 遊泳 5 -5

5 トゲウオ目 トゲウオ科 トミヨ 淡水 遊泳 3 3

6 カサゴ目 カジカ科 カマキリ 回遊 底生 1 3 2 2 3 1

7 カサゴ目 カジカ科 カンキョウカジカ 回遊 底生 4 4 1 1 0 1 1

8 スズキ目 ハゼ科 ミミズハゼ 汽水・海産 底生 2 2 0

9 スズキ目 ハゼ科 スミウキゴリ 回遊 底生 2 2 9 9

10 スズキ目 ハゼ科 ウキゴリ 回遊 底生 2 2

11 スズキ目 ハゼ科 シマヨシノボリ 回遊 底生 1 2 1 1 8 7

12 スズキ目 ハゼ科 オオヨシノボリ 回遊 底生

13 スズキ目 ハゼ科 ルリヨシノボリ 回遊 底生 1 -1 1 1 0

14 スズキ目 ハゼ科 トウヨシノボリ 回遊 底生

- スズキ目 ハゼ科 ヨシノボリ属 不明 底生 1 1

15 スズキ目 ハゼ科 ヌマチチブ 回遊 底生 1 1 1 13 12

注：「増減個体数」欄の青字は、連携排砂前と比較して増加を、赤字は減少を示す。

和名

下黒部橋下流 四十八ヶ瀬大橋（左岸）

生活型 遊泳型 平成21年度 平成20年度 平成21年度№ 目　名 科　名
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連携通砂の前後で確認個体数の増減が確認された種
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0

25

50

75

100

125

150

175

200

225

250

6/12 6/22 7/3 7/14 7/25 8/10 8/26

個
体

数
（
尾

）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

種
数

底生魚 個体数

アユ以外の遊泳魚 個体数

アユ 個体数

全種数

四十八ヶ瀬大橋

連携排砂（7/9～7/10） 連携通砂（7/18～7/19）

7/14 7/25
増減
個体数

7/14 7/25
増減

個体数

1 コイ目 コイ科 ウグイ 回遊 遊泳 18 6 -12

2 サケ目 アユ科 アユ 回遊 遊泳 89 145 56 23 44 21

3 トゲウオ目 トゲウオ科 トミヨ 淡水 遊泳 3 1 -2

4 カサゴ目 カジカ科 カマキリ 回遊 底生 3 1 -2 1 1

5 カサゴ目 カジカ科 カンキョウカジカ 回遊 底生 1 1 0 1 -1

6 スズキ目 ハゼ科 ミミズハゼ 汽水・海産 底生 2 1 -1

7 スズキ目 ハゼ科 スミウキゴリ 回遊 底生 9 1 -8

8 スズキ目 ハゼ科 ウキゴリ 回遊 底生 2 2 0

9 スズキ目 ハゼ科 シマヨシノボリ 回遊 底生 8 4 -4 1 1

10 スズキ目 ハゼ科 オオヨシノボリ 回遊 底生 1 1

11 スズキ目 ハゼ科 ルリヨシノボリ 回遊 底生 2 2 1 -1

12 スズキ目 ハゼ科 トウヨシノボリ 回遊 底生 2 2

- スズキ目 ハゼ科 ヨシノボリ属 不明 底生 1 -1

13 スズキ目 ハゼ科 ヌマチチブ 回遊 底生 13 2 -11

注：「増減個体数」欄の青字は、連携通砂前と比較して増加を、赤字は減少を示す。

№ 目　名 科　名 和名 生活型 遊泳型
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３．アユ採捕結果 （1）アユ採捕尾数
・平成21年度のアユの採捕尾数は、下黒部及び四十八ヶ瀬大橋左岸で計984尾であり、平成20年度の計494尾と比較し、約2倍の採捕尾数であった。

・内水面漁協による放流尾数は、計32万7千尾であり、平成20年度の44万2千尾に比べ、約3/4倍の放流量であった。（放流重量では、平成20年度の10.6tに対し、平成21年度は15.4tである。）
・（参考）平成17～19年度では、調査地区が異なるが、投網1投あたりの採捕数は1.1～1.6尾／投網1投（平成21年度2.8尾／投網1投）、放流尾数は計44.2～66.0万尾であった。

地区数 投網回数計

12日 2 50
22日 2 50
4日 2 50
14日 2 50
25日 2 50
10日 2 50
26日 2 50

合計 7回 14 350

地区数 投網回数計

4日 2 50
17日 2 50
4日 2 50
18日 2 50
31日 2 50
12日 2 50
26日 2 50

合計 7回 14 350
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採捕尾数　　　　　　　   　　　　　　　　85　　　　　　　129　　　　 　　　　　　101   　　　   　 74          　　 42　　　　　　　25　　　　　　　　　　　38

５月 ６月 ９月７月 ８月

＜H20年度＞

採捕尾数　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　  148　　　　　74　　　　　　201　　　    112　　　 　　189　　　　　　　　　189　　　　　 　　　　71
５月 ６月 ９月７月 ８月
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５月 ６月 ９月７月 ８月

　H21年度採捕数とアユ放流量・出水の動向

＜H21年度＞

下黒部橋146尾
四十八ヶ瀬大橋左岸55尾

　H20年度採捕数とアユ放流量・出水の動向

6/9

6/12

6/46/1

5/29 6/3 6/5

6/22

7/14

7/3

排砂前放流(21万9千尾)

連
携
排
砂
実
施

7/25

排砂後放流(10万8千尾)

（下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋左岸の
み）
合計ｱﾕ採捕尾数：984尾
①下黒部橋
　637／７＝91（尾/回）
②四十八ヶ瀬大橋
  347／７＝49.6（尾/回）

（下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋左岸の
み）
合計ｱﾕ採捕尾数：４９４尾
①下黒部橋
　２５０／７＝３５．１（尾/回）
②四十八ヶ瀬大橋
  ２４４／７＝３４．８（尾/回）

※1地区×25投（瀬：20、緩流帯：5）

※1地区×25投（瀬：20、緩流帯：5）

7/27 8/21
下黒部橋89尾
四十八ヶ瀬大橋左岸23尾

下黒部橋66尾
四十八ヶ瀬大橋左岸63尾

6/9

6/3

5/30

5/29
5/25

5/27

6/9

6/6

6/17

7/18
7/4

排砂前放流(33万7千尾)

6/29 Qp=598.43m3/s

連
携
排
砂
実
施

7/31

排砂後放流(10万5千尾)

7/16 7/22 8/4 8/8 8/18

下黒部橋57尾
四十八ヶ瀬大橋左岸44尾

8/12 8/29

8/19 Qp=354.47m3/s

下黒部橋145尾
四十八ヶ瀬大橋左岸44尾

5/27
連
携
通
砂
実
施

7/9 Qp=600.40m3/s

7/18 Qp=538.54m3/s

7/8
8/5

8/278/7
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(2)平成19～21年度 採捕個体の体長・体重・肥満度変化の比較（下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋左岸）
・平成19～21年度の下黒部橋と四十八ヶ瀬大橋左岸を対象に、採捕個体の体長、体重、肥満度の経時変化を比較した。

・連携排砂に伴う大規模な出水後は、平成19～20年度では、体長、体重は減少傾向にあったが、平成21年度では直後に増加傾向であった。
肥満度は平成19～20年度同様、平成21年度も連携排砂直後では減少 傾向であったが、約1ヶ月経過後では回復傾向となっている。

・平成21年度は連携通砂が実施されたが連携排砂の8日後と近い時期であったため、連携通砂としての影響は判別不明であった。
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５－９

河川 底生動物

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別
採　取

種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

地点別

採　取

個体数

(個/0.5m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

種類別

採　取

個体数
構成比

(山彦橋)

種類別
採　取

個体数

構成比

(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

採取種類数、採取個体数とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
山彦橋での優占種は、６月調査時ではカゲロウ目及びハエ目、９月調査時ではカゲロウ目及びハエ目、11月調査時ではカゲロウ目及びトビケラ目の種であった。

下黒部橋での優占種は、６月調査時ではカゲロウ目及びハエ目、９月調査時ではカゲロウ目、トビケラ目、及びハエ目、11月調査時ではカゲロウ目及びトビケラ目の種であった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）
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５－１０

河川 付着藻類

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別

採　取

種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

地点別

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/cm2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

種類別

採　取

細胞数

構成比

(山彦橋)

種類別

採　取

細胞数

構成比
(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

採取種類数、クロロフィルａ量とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
山彦橋での優占種は、６月調査時では黄色鞭毛藻類及び珪藻類の種、９月調査時では藍藻類、珪藻類、及び緑藻類の種、11月調査時では藍藻類及び紅藻類の種であった。
下黒部橋での優占種は、６月調査時では藍藻類、珪藻類、及び緑藻類の種、９月調査時では、黄色鞭毛藻類、藍藻類、及び珪藻類の種、11月調査時では藍藻類及び珪藻類の種であった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）
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５－１１

海域　底生動物（代表４地点）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別

採　取

種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

地点別

採　取

個体数

(個/0.1m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

種類別

個体数

構成比

(Ｃ点 )

種類別

個体数

構成比

(Ａ点 )

種類別

個体数

構成比

(河口沖)

種類別

個体数

構成比

(生地鼻沖)
6 7 8 9    111　3　5 7 8 9    111　3　5 7 8 9    11　2 3　 57 8 9    111　3　　9月 11月 6月 9月  11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m 3
）

採取種類数、採取個体数とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
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ゴカイ綱（環形動物門） ニマイガイ綱（軟体動物門） マキガイ綱（軟体動物門） 甲殻綱（節足動物門） その他 採取個体なし



５－１２

海域　底生動物（その他４地点）

試験的排砂緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別

採　取

種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年
　* 1,196

地点別

採　取

個体数

(個/0.1m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

種類別

個体数

構成比

(荒俣魚礁)

種類別

個体数

構成比

(地引網漁場)

種類別

個体数

構成比

(横山沖)

種類別

個体数

構成比

(赤川沖)
6 7 8 9    111　3　5 7 8 9    111　3　5 7 8 9    11　2 3　 57 8 9    111　3　　9月  11月 6月 9月  11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m 3
）

採取種類数、採取個体数とも概ね過去の観測値の変動の範囲内であった。
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平成7年～平成12年：調査対象外



５－１３

海域　動物プランクトン

試験的排砂緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別

採　取

種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

地点別

採　取

個体数

(千個/m3)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年
※11月は欠測

種類別

個体数

構成比

(Ｃ点)

種類別

個体数

構成比

(Ａ点)

種類別

個体数

構成比

(河口沖 )

種類別

個体数

構成比

(生地鼻沖)
6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　 5 6 7 8 9    11 1　3　　 6 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 1月　  5月9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）

採取種類数、採取個体数ともに過去の観測値の変動の範囲内であった。

優占種は、５月調査時では河口沖地点を除き橈脚類の種、河口沖地点では橈脚類及び尾虫類の種であった。９月調査時ではＣ点を除き橈脚類の種、Ｃ点では橈脚類
及び尾虫類の種であった。11月調査時では各地点とも橈脚類の種であった。
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橈脚類（節足動物門） 尾虫類（原索動物門） 繊毛虫類（原生動物門） 放散虫類（原生動物門） 枝角類（節足動物門） 卵･稚仔･幼生 その他



５－１４

海域　植物プランクトン

試験的排砂緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂 連携通砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35) (37) [2]

地点別

採　取

種類数

（種）

地点別

採　取

細胞数
(百万個 /l)

地点別

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/l)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

種類別

細胞数

構成比

(Ｃ点 )

種類別

細胞数

構成比

(Ａ点 )

種類別

細胞数

構成比

(河口沖)

種類別

細胞数

構成比

(生地鼻沖)
6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　 5 6 7 8 9    11 1　3　　 6 9月  11月 6月 9月  11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 1月　 5月9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月  11月 5月 9月  11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m 3）

採取種類数、採取細胞数、クロロフィルａともこれまでの調査時と同様の変動であった。
優占種は、５月調査時は生地鼻沖を除き珪藻類の種、生地鼻沖では珪藻類及びクリプト藻類の種がそれぞれ優占していた。また、９月調査時はいずれの地点も珪藻
類の種であった。11月調査時はＡ点を除きプラシノ藻類、クリプト藻類及び珪藻類の種、Ａ点ではプラシノ藻類、クリプト藻類及び渦鞭毛藻類の種がそれぞれ優占
していた。

0

20

40

60

0

10

20

30

Ｃ点 Ａ点 河口沖 生地鼻沖

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

珪藻類 渦鞭毛藻類 ｸﾘﾌﾟﾄ藻類 緑藻類 不明鞭毛藻類 その他

0.0001
0.001
0.01

0.1
1

10
100



●調査目的
連携排砂、及び連携通砂により、魚類等の生息場である河床の堆積土砂がどのように変化するか

を把握するとともに、排砂・通砂後の措置の試行の効果を把握するため、河道内における堆積土砂
表面の細粒分分布変化に着目した調査を行う。

●調査地区
調査は、過年度までの調査地区を踏襲し、黒部川扇状地区間の中で細粒土砂が溜まりやすい四十

八ヶ瀬大橋から黒部大橋（国道８号）間の距離標4～5㎞とした。

●調査方法
調査地区内の細粒土砂の分布状況を踏査する。（最新の空中写真を現地に持参し、分布状況、境

界等を記録）細粒土砂の区分方法は、下記に示す「谷田・竹門の簡便階級(1993)」を参考に砂分、
泥分の割合（被度）をそれぞれ４段階に区分した。

調査の実施状況は、右図の通りであり、今年度は排砂前、排砂後の措置の試行後、通砂直後、通砂
後の措置の試行後の４回の調査を実施した。

●実施状況
１回目調査（排砂前） ：６月１２～１５、１７日
２回目調査（排砂後の措置の試行後） ：７月１６、１７日

３回目調査（通砂直後：自然流下終了後）：７月１９日
４回目調査（通砂後の措置の試行後） ：７月２８、２９日

河床構成材料の粒径区分（谷田・竹門の簡便階級(1993)）

河床構成材料 粒　径

岩 ＞500mm

巨石 250～500m

石 50～250mm
砂利 4～50mm
砂（粗砂＋細砂） 0.125～4mm
泥 ＜0.125mm

　　　　　　被度
土砂区分

0～25％ 25～50％ 50～75％ 75～100％

砂(0.125～4mm) 砂分１ 砂分２ 砂分３ 砂分４

泥(＜0.125mm) 泥分１ 泥分２ 泥分３ 泥分４

調査対象材料

砂分1(砂0～25％) 砂分2(砂25～50％) 砂分3(砂50～75％) 砂分4(砂75～100％)

泥分1(泥0～25％) 泥分2(泥25～50％) 泥分3(泥50～75％) 泥分4(泥75～100％)
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流
量

(m
3
/
s)

　　　　　水位低下
　　　　　自然流下
　　　　　水位回復

　　　　　排砂・通砂後の措置の試行

　　　　　愛本流量
　　　　　土砂分布・測量調査

1回目調査
【排砂前】

(6/12-15,17)

写真1-1
(6/9)

写真1-2 (8/12)

2回目調査
【排砂後の措置の試行後】

(7/16.17) 3回目調査
【通後直後(自然
流下終了後)】

(7/19)

4回目調査
【排砂後の措置

の試行後】

(7/28,29)

写真2-1

写真2-2

写真2-3

写真2-4

写真2-5

写真3-2

写真3-1

写真3-4

写真3-5

写真3-3

土砂堆積調査

連携通砂連携排砂

撮影地点 撮影地点

写真2-1(6/15 11:20)撮影 撮影2h前の愛本流量：約53m3/s

写真2-2(7/9 18:10)撮影 撮影2h前の愛本流量：約527m3/s

写真2-3(7/10 11:10)撮影 撮影2h前の愛本流量：約509m3/s

写真2-4(7/10 16:10)撮影 撮影2h前の愛本流量：約53m3/s

写真2-5(7/16 11:40)撮影 撮影2h前の愛本流量：約106m3/s

写真3-1(7/17 9:00)撮影 撮影2h前の愛本流量：約112m3/s

写真3-2(7/18 18:00)撮影 撮影2h前の愛本流量：約518m3/s

写真3-3(7/19 8:00)撮影 撮影2h前の愛本流量：約265m3/s

写真3-4(7/19 14:00)撮影 撮影2h前の愛本流量：約84m3/s

写真3-5(7/28 11:30)撮影 撮影2h前の愛本流量：約85m3/s

写真1-1（6/9 15:20撮影）排砂前
撮影2h前の愛本流量：約59m3/s

写真1-2（8/12 11:20撮影）通砂後の措置後の試行後
撮影2h前の愛本流量：約36m3/s

約
4
週
間
後

17
時
間
後

5
時
間
後

6
日
後

約
1
日
半
後

14
時
間
後

6
時
間
後

9
日
後

空
撮
写
真

排
砂
・
通
砂
前

水
位
低
下
時

自
然
流
下
時

水
位
回
復
時

措
置
の
試
行
後
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②1回目調査(排砂前) H21.6.12-15,17

：渡河不能のため未調査の箇所

④3回目調査(通砂直後) H21.7.19

：渡河不能のため未調査の箇所

⑤4回目調査(通砂後の措置の施行後) H21.7.28,29

：渡河不能のため未調査の箇所

③2回目調査(排砂後の措置の試行後) H21.7.16,17

：渡河不能のため未調査の箇所

：中州・寄州流失箇所

土砂分布の変化
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0.1
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0 .1

0 .3
0.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

排砂前 排砂直後 ①排砂後の

措置の試行後

②排砂前 排砂直後 ③排砂後の

措置の試行後

④通砂直後 ⑤通砂後の

措置の試行後

面
積

(h
a
)

調
査
な
し

平成20年

排砂

平成21年

排砂 通砂

排砂前、排砂後の措置の試行後、及び通砂直後、通砂後の措置の試行後の各段階において、現地踏査を実施し、土砂分布図を作成した。主

な結果は以下の通り。

泥分4（泥分75～100%）

泥分3（泥分50～75%)

泥分2（泥分25～50%）

泥分1（泥分0～25%）

砂分4（砂分75～100%）

砂分3（砂分50～75%)

砂分2（砂分25～50%）

砂分1（砂分0～25%）

泥大

泥小

砂大

砂小

土砂分布の変化　( 割合)

49%

30%
19%

6% 11%

26%

18% 31%
40%

40% 43%
43%

14%

11%

15%
25%

33% 30%

10%

15%

17%
13% 17% 18%

7%

35%

23%

21%2%

3%

1%2%

7%

1%

1%1%1%

1%

1%

6%

1%2%2%
1%

2%
5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 排砂直後 ①排砂後の
措置の試行後

②排砂前 排砂直後 ③排砂後の
措置の試行後

④通砂直後 ⑤通砂後の
措置の試行後

面
積

の
割

合
(％

)

平成 20年 平 成21年

調
査
な
し

排 砂 排 砂 通 砂

泥分3％

砂分
97％

泥分
3％

泥分3％ 泥分2％

①昨年度(排砂後の措置の試行後) H20.7.11

(参考)
平成20年
8月19日出水
最大流量
約350m3/s
平成21年
5月17日出水
最大流量
約380m3/s
他400m3/s以上
の出水なし
※流量は
愛本地点

自然流下
約430～600m3/s
最大流量
600m3/s
※流量は愛本地点

排砂後の
措置の試行
約350m3/s
最大流量380m3/s
※流量は愛本地点

自然流下
約240～
440m3/s
最大流量
539m3/s
(水位低下)
※流量は
愛本地点

通砂後の
措置の試行
約270m3/s
最大流量
275m3/s
※流量は
愛本地点

１．平成21年度 土砂堆積調査結果

砂分1(砂 0～25％) 砂分2(砂 25～50％) 砂分3(砂 50～75％) 砂分4(砂 75～100％) 泥分1(泥 0～25％) 泥分3(泥 50～75％)泥分2(泥 25～50％) 泥分4(泥 75～100％)

●排砂前における細粒土砂堆積状況については、砂分が約97％であり、そのうち、砂分75～100％の明瞭な「砂分4」の堆積箇所は全体の
約13％であった。泥分は約3％であった。

●排砂の措置の試行後は、砂分が全体の約97％に対し、泥分は約3％であった。
●通砂直後は、砂分が全体の約97％に対し、泥分は約3％であった。

●通砂の措置の試行後は、砂分が全体の約98％に対し、泥分は約2％であった。
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２．平成17～21年度における排砂前～排砂後の措置の試行、通砂前～通砂後の措置の試行による土砂動態傾向
・排砂・通砂による土砂分布の変化状況を以下に示す。
・排砂・通砂（自然流下）時、及び排砂・通砂後の措置の試行による土砂分布の変化については、各々実施時に冠水した範囲を対象とした。
・冠水範囲は、実施時の航空写真等を基に推測した。
・なお、排砂（自然流下）・通砂（自然流下）～排砂・通砂後の措置の試行前後の土砂分布の比較方法については、冠水範囲が夜間等で不明瞭な調査年
度が存在する。

2.1 平成17～21年度における排砂前～排砂後の措置の試行による土砂動態傾向

※冠水箇所で比較

自然流下(第1回通砂)
直後H17.7.4

排
砂
・
通
砂

排
砂
・
通
砂
後
の
措
置
の
試
行

排砂前H17.6.9-10

自然流下
約230～460m3/s
最大流量
(洪水調節)
1,325m3/s
※流量は愛本地点

＜排砂・第1回通砂＞

平成１７年度

平成17年度

51%

22%

26%

30%

10%

23%

7% 25%1%
1%1%

3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（第1回通砂）直後

面
積

の
割

合

自然流下
（排砂・第

1回通砂)

による

変化

砂分増土質組成

1,325ピーク・愛本(m3/s)

約230～460自然流下量・愛本(m3/s)

51万排砂量(出し平)m3

平成17年度年度

※排砂（自然流下）時及び排砂・通砂後の措置の試行による土砂分布の変化
は、それぞれの実施前後で冠水した範囲を対象に比較したものである。

出水の影響

出水時の水位

排砂・通砂時

の水位

排砂,排砂後の措置
の試行の影響

浸水範囲イメージ図

※ 冠水範囲は、排砂（通砂）及び排砂（通砂）後の措置の試行時の航空写真等を基に推測した。
※ 共通調査範囲は、冠水範囲が不明確な場合に排砂及び排砂後の措置の試行の共通する調査範囲を対

象とした。
※ 平成１９年の冠水範囲は、排砂時と排砂後の措置の試行時の流量が類似していることから、排砂後

の措置の試行時の冠水範囲を排砂と同範囲とした（排砂直後の航空写真なし）。
※ 平成２１年の冠水範囲は、排砂時、及び排砂後の措置の試行時と、通砂時、及び通砂後の措置の試

行時の流量がそれぞれ類似していることから、排砂時、及び排砂後の措置の試行時の冠水範囲は、
通砂時、及び通砂後の措置の試行時の冠水範囲と同範囲とした（排砂における航空写真なし）。

【凡例】

砂

分

泥

分

砂分1(砂 0～25％) 砂分2(砂 25～50％) 砂分3(砂 50～75％) 砂分4(砂 75～100％)

泥分1(泥 0～25％) 泥分3(泥 50～75％)泥分2(泥 25～50％) 泥分4(泥 75～100％)

※平成17年の排砂後の措置の試行における調査は、排砂後
に引き続き通砂を実施したため、実施できなかった

・排砂前と比較し、砂分の被
度が高い「砂分４」等の割
合が 増加し、泥分が減少
した。

砂+泥土質組成

586ピーク・愛本(m3/s)

約240～430自然流下量・愛本(m3/s)

40万排砂量(出し平)m3

平成18年度年度

泥分が減少している

※共通調査範囲で比較

自然流下(排砂)直後
H18.7.2

排砂前H18.6.2

排砂後の措置の試行後
H18.7.12

※共通調査範囲で比較

平成１８年度

＜排 砂＞

自然流下
約240～430m3/s
最大流量
(洪水調節)
586m3/s
※流量は愛本地点

排砂後の
措置の試行
約350m3/s

※流量は愛本地点

平成18年度

49%
29%

28%

33%

17%

22%

5%
7% 1%

2% 4%
1% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（排砂）直後

面
積

の
割

合

自然流下
（排砂）

による
変化

平成18年度

29% 27%

33% 42%

22%
20%

7%
8%1% 2%

4% 2%
2% 1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下

（排砂）直後

排砂後の

措置の試行後

面
積

の
割

合

排砂後
の措置

の試行

による
変化

・礫主体の「砂分１」が減少
し、砂の被度が高い「砂分
４」等が増加するとともに
中洲の窪地などで泥分が堆
積した。
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自然流下(排砂)直後H19.7.1

※冠水箇所で比較

自然流下(排砂)直後H20.7.1

※冠水箇所で比較

排砂前H19.5.28 排砂前H20.6.5

平成１９年度

泥分が若干減少している

※冠水箇所で比較

排砂後の措置の試行後H19.7.9

＜排 砂＞

平成２０年度

＜排 砂＞

※冠水箇所で比較

排砂後の措置の試行後H20.7.11

泥分が24%から5%に減少している

61%

26%

15%

21%

10%

12%

13%

18%
2%

1%

8%
7%

6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（排砂）直後

面
積
の
割
合

平成20年度

自然流下

（排砂）

による

変化

平成19年度

41% 45%

21% 22%

21% 14%

14% 12%
1%

2%
1% 2% 1%

1% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（排砂）直後

面
積

の
割

合

自然流下

（排砂）

による

変化

自然流下
約350～400m3/s
最大流量
(水位低下)
676m3/s
※流量は愛本地点

自然流下
約300～400m3/s
最大流量
(水位低下)
598m3/s
※流量は愛本地点

排砂後の
措置の試行
約300m3/s

※流量は愛本地点

排砂後の
措置の試行
約230m3/s

※流量は愛本地点

平成19年度

45% 43%

22% 21%

14%

12% 15%

17%

2% 1%2%
1%1%

1%2%
1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下
（排砂）直後

排砂後の
措置の試行後

面
積

の
割

合

排砂後
の措置

の試行
による
変化

平成20年度

25% 20%

21% 32%

12%
19%

18%

24%7%

7%

2%

1%
8%

1%3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下
（排砂）直後

排砂後の
措置の試行後

面
積

の
割

合

排砂後
の措置
の試行
による
変化

排
砂

排
砂
後
の
措
置
の
試
行

変化なし土質組成

676ピーク・愛本(m3/s)

約350～400自然流下量・愛本(m3/s)

12万排砂量(出し平)m3

平成19年度年度

泥増土質組成

598ピーク・愛本(m3/s)

約300～400自然流下量・愛本(m3/s)

35万排砂量(出し平)m3

平成20年度年度・全体として、細粒土砂
の構成に大きな変化は
なかった。

・泥分の堆積が例年になく顕
著で、泥分堆積率は、全体
の23％に達した。

・礫主体の「砂分1」が半分以
下に激減し、「砂分2,3,4」
が増加した。
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排砂前H21.6.12-15,17

：渡河不能のため未調査の箇所

排砂後の措置の試行後H21.7.16,17

※冠水箇所(通砂時の冠水箇所を
適用)で比較

：渡河不能のため未調査の箇所

：中州・寄州流失箇所

平成21年度

41%

33%

19%

5%

2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下
（排砂）直後

排砂後の措置の試行後

面
積

の
割

合 調
査
な
し

排砂後
の措置

の試行
による
変化

平成21年度

17%

26%

13%

41%

1%
1%

1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下
（排砂）直後

面
積

の
割

合

自然流下
（排砂）

による

変化

調
査
な
し

・
泥
分
が
流
出

・
泥
分
が
堆
積

・
泥
分
が
流
出

・
泥
分
が
堆
積

平成20年7月11日
砂分2

平成20年7月1日
泥分4

平成20年6月4日～5日
砂分2

平成20年7月11日
砂分2

平成20年7月1日
泥分3

平成２１年度

＜排 砂＞

自然流下
約430～600m3/s
最大流量
(自然流下)
600m3/s
※流量は愛本地点

排砂後の
措置の試行
約350m3/s

※流量は愛本地点

※連携排砂直後の土砂堆積調査は、
調査中止のため、調査結果なし

連携排砂実施
H21.7.9-10

平成２０年度排砂における
個別調査箇所での土砂堆積状況の変化

排
砂

排
砂
後
の
措
置
の
試
行

定点Ａ

排
砂

排
砂
後
の
措
置
の
試
行

定点Ｂ

排砂前H20.6.5

定点Ａ

定点Ｂ

平成20年6月4日～5日
砂分1

自然流下(排砂)直後H20.7.1

※冠水箇所で比較

定点Ａ

定点Ｂ

※冠水箇所で比較

排砂後の措置の試行後H20.7.11

定点Ａ

定点Ｂ

自然流下
約300～400m3/s
最大流量
(水位低下)
598m3/s
※流量は愛本地点

排砂後の
措置の試行
約230m3/s

※流量は愛本地点

排
砂

排
砂
後
の
措
置
の
試
行

・排砂前と排砂後の措置の
試行後では、泥分の堆積
状況には、大きな変化は
なかった。排砂直後の状
況は、調査なしのため、
不明である。

・排砂前と排砂後の措置の
試行後では、礫主体の
「砂分1」が減少し、
「砂分3,4」が増加した。(調査なし)土質組成

600ピーク・愛本(m3/s)

約430～600自然流下量・愛本(m3/s)

37万排砂量(出し平)m3

平成21年度年度

・河道内において、土砂堆積状況を確認するため、1m×1m枠の定点を設定した。
・泥分の堆積が顕著であった平成20年度排砂の、排砂前、排砂直後、排砂後の

措置の試行後のそれぞれの段階において、土砂堆積状況を確認した。

５－１９



平成21年度

14%

45%
43%

28% 21%

19%

6%

20%

2%2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下

（通砂）直後

通砂後の措置の試行後

面
積

の
割

合

通砂後
の措置

の試行
による
変化

排砂後の措置の試行後H21.7.16,17

：渡河不能のため未調査の箇所

：中州・寄州流失箇所

※冠水箇所で比較

自然流下(通砂)直後H21.7.19

：渡河不能のため未調査の箇所

通砂後の措置の試行後H21.7.28,29

※冠水箇所で比較
：渡河不能のため未調査の箇所

平成17年度

25% 29%

21% 13%

33% 32%

18% 24%

3% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下

（第2回通砂）直後

第2回通砂後の

措置の試行後

面
積

の
割

合

通砂後
の措置
の試行

による
変化

自然流下(第1回通砂)直後H17.7.4

※冠水箇所で比較

自然流下(第2回通砂)直後H17.7.13

第2回通砂後の措置の試行後H17.7.20-21

※冠水箇所の共通調査範囲で比較

平成１７年度 平成２１年度

・通砂は、平成17年度、平成21年度に実施した。
・平成17年度第1回通砂は、排砂後に連続して実施したため、第1回通砂前の調査にあたる排砂後の措置の試行後の調査が実施されていない。
・また、平成17年度第1回通砂は、通砂後の措置の試行後の調査が実施されていないため、第2回通砂前の調査にあたる第1回通砂後の措置の試行後の調査

が実施されていない。
・ここでは、通砂に伴う冠水箇所の土砂動態傾向を示すため、平成17年度第2回通砂と平成21年度通砂の調査結果について示す。

＜第2回通砂＞

泥分・砂分とも殆ど変化なし

平成17年度

28%
38%

27%
18%

20% 24%

25% 18%

2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下

（第1回通砂）直後

自然流下

（第2回通砂）直後

面
積

の
割
合 自然流下

（排砂・第

2回通砂)
による

変化

自然流下
約180～540m3/s
最大流量
(水位低下)
1,014m3/s
※流量は愛本地点

通砂後の
措置の試行
約350m3/s

※流量は愛本地点

＜通砂＞

泥分・砂分とも殆ど変化なし

自然流下
約240～440m3/s
最大流量
(水位低下)
539m3/s
※流量は愛本地点

通砂後の
措置の試行
約270m3/s

※流量は愛本地点

平成21年度

7%

41% 37%

33% 36%

19% 18%
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1%2%
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排砂後の措置の試行後 自然流下
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砂
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後
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行

2.2 平成17、21年度における通砂前～通砂後の措置の試行による土砂動態傾向

砂分1増(礫増)土質組成

1,014ピーク・愛本(m3/s)

約180～540自然流下量・愛本(m3/s)

40万排砂量(出し平)m3

平成17年度年度

変化なし土質組成

539ピーク・愛本(m3/s)

約240～440自然流下量・愛本(m3/s)

2万排砂量(出し平)m3

平成21年度年度・礫主体の「砂分１」の割合
が増加するとともに、中洲
の比高が低い箇所に泥分が
僅かに堆積した。

・泥分・砂分とも殆ど変化
なし。
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排砂後の措置の試行後H21.7.16,17

定点Ｄ

定点Ｃ

：渡河不能のため未調査の箇所

：中州・寄州流失箇所

※冠水箇所(通砂
時の冠水箇所を
適用)で比較

平成21年7月28日
砂分3

平成21年7月19日
泥分3

平成21年7月16日
砂分3

平成21年7月29日
砂分2

平成21年7月19日
砂分2

平成21年7月16日
砂分3

平成２１年度通砂における
個別調査箇所での土砂堆積状況の変化

自然流下
約240～440m3/s
最大流量
(水位低下)
539m3/s
※流量は愛本地点

通砂後の
措置の試行
約270m3/s

※流量は愛本地点

排
砂
後
の
措
置
の
試
行

通
砂

通
砂
後
の
措
置
の
試
行

定点Ｃ 定点Ｄ

定点Ｄ

定点Ｃ

※冠水箇所で比較

自然流下(通砂)直後
H21.7.19

：渡河不能のため未調査の箇所

定点Ｄ

定点Ｃ

通砂後の措置の試行後
H21.7.28,29

※冠水箇所で比較 ：渡河不能のため未調査の箇所

・砂分が流出

・大きな変化なし
・やや砂分が流出

・泥分が堆積

・泥分が流出

・河道内において、土砂堆積状況を確認するため、1m×1m枠の定点を設
定した。

・通砂前（排砂後の措置の試行後）、通砂直後、通砂後の措置の試行後
のそれぞれの段階において、土砂堆積状況を確認した。
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ダム水位(EL.m)

排砂ゲート開
水位低下開始

7/9  11:10

自然流下開始
7/10 5:30

自然流下完了
7/10　12:40

連携排砂中止決定
7/10　11:30

時間雨量(mm)

累計雨量   151.8mm 累計雨量   64.3mm

0

100

200

300

400

500

7/09 00:00 7/09 06:00 7/09 12:00 7/09 18:00 7/10 00:00 7/10 06:00 7/10 12:00 7/10 18:00 7/11 00:00

Qp2=320.6m
3
/s

7/9  13:49 Qp3=389.6m
3
/s

7/10  12:44

流入量

放流量

Qp1=301.6m
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出し平ダム水文データ・嘉ヶ堂地点濁度計測値

①濁度計測値の推移 ②採水による濁度計測値との相関

排砂後の措置（試行）完了
7/10　23:55

水位回復完了
排砂後の措置（試行）開始

7/10　20:55
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